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三
橋
敏
雄
の
戦
争
俳
句 

― 

遠
山
陽
子
「
評
伝
三
橋
敏
雄
―
し
た
た

か
な
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
」
を
読
ん
で 

― 
 

 

 

梶
原 

宣
俊 

 

一
、
は
じ
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
年
前
、
七
二
才
か
ら
老
後
の
趣
味
と
し
て
気
楽

に
俳
句
を
始
め
た
。
二
〇
一
八
年
、
出
水
市
文
化
協

会
理
事
の
新
年
会
で
た
ま
た
ま
隣
に
座
っ
て
お
ら
れ

た
夕
鶴
俳
句
会
主
宰
の
白
男
川
孝
仁
さ
ん
に
お
会
い

し
、
入
会
を
勧
め
ら
れ
即
始
め
た
。
さ
ら
に
白
男
川

さ
ん
が
能
謡
曲
に
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
、

謡
曲
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
二
十
五
年
前

に
喜
多
流
の
能
楽
師
に
出
会
い
、
や
は
り
老
後
に
備

え
て
喜
多
流
謡
教
士
の
免
状
を
取
得
し
、
十
数
名
の

方
々
に
教
え
て
き
た
。
そ
の
能
謡
曲
と
俳
句
の
深
い

関
係
を
知
り
、
正
岡
子
規
や
高
浜
虚
子
の
句
を
参
考

に
し
て
「
能
謡
曲
と
俳
句
―
日
本
語
の
美
し
さ
を
味

わ
う
」（
出
水
郷
土
研
究
三
十
号 

２
０
２
０
年
）
を

書
い
た
。 

毎
月
一
回
の
俳
句
会
が
楽
し
み
で
毎
日
俳
句
を

作
り
始
め
た
。
二
年
間
で
二
千
句
ぐ
ら
い
作
っ
て
き

た
が
納
得
の
い
く
も
の
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
。
十

七
文
字
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
わ
か
り
や
す
く
述

べ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
じ
ゃ
だ
め
だ
と
思

い
二
〇
一
八
年
か
ら
ユ
ー
キ
ャ
ン
の
通
信
講
座
を
受

講
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
講
座
で
基
本
を
学
ん
で
き
た
。

そ
し
て
二
〇
二
一
年
六
月
号
で
、
岸
本
尚
毅
の
「
俳

句
と
想
像
力
」
の
講
座
で
初
め
て
三
橋
敏
雄
の
俳
句

に
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
「
戦
争
に
た
か
る
無
数
の
蝿

し
ず
か
」
で
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
句
集
「
畳
の
上
」
か
ら 

・
戦
争
と
畳
の
上
の
団
扇
か
な 

・
戦
前
へ
年
改
ま
る
闇
の
中 
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・
戦
前
の
一
本
道
が
現
る
る 

・
永
遠
に
兄
貴
は
戦
死
お
と
う
と
も 

 
・
過
ち
は
繰
り
返
し
ま
す
秋
の
月 

等
を
引
用
し
、
遠
山
陽
子
の
「
評
伝
三
橋
敏
雄
」

を
紹
介
し
て
い
た
。
そ
し
て
、「
戦
争
と
そ
の
犠
牲
者

へ
の
魂
鎮
め
は
敏
雄
生
涯
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
い
た
。 

私
は
、
こ
れ
ら
の
句
に
衝
撃
を
受
け
た
。
私
も
戦

争
に
関
心
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
戦
争
俳
句
を
作
り
発

表
し
て
き
た
。
私
の
は
「
過
ち
は
繰
り
返
し
ま
す
原

爆
忌
」
で
あ
る
。
こ
の
秋
の
月
と
原
爆
忌
の
差
が
プ

ロ
と
素
人
の
差
で
あ
る
。
私
は
早
速
三
橋
敏
雄
に
関

心
を
持
ち
遠
山
陽
子
の
「
評
伝
」
を
読
ん
だ
。
こ
の

本
は
、
六
三
八
ペ
ー
ジ
の
大
著
で
あ
る
。
読
ん
で
い

く
う
ち
に
三
橋
敏
雄
の
「
戦
争
と
海
」
の
人
生
が
は

っ
き
り
と
見
え
て
き
た
。 

私
が
戦
争
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
の
は
青
春
時

代
か
ら
で
あ
る
。私
は
敗
戦
の
翌
年
六
月
に
生
ま
れ
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
最
初
で
あ
る
。
生
ま
れ
る
直

前
ま
で
続
い
た
あ
の
大
戦
争
の
こ
と
が
気
に
な
り
近

現
代
史
を
学
び
、
文
学
思
想
を
学
ん
で
き
た
。 

高
校
時
代
に
太
宰
治
の
「
人
間
失
格
」
に
出
会
い
、

そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
全
作
品
を
読
ん
で
き
た
。
太
宰

が
あ
の
戦
争
を
ど
う
く
ぐ
っ
て
き
た
か
に
関
心
が
あ

り
二
〇
〇
三
年
に
「
選
ば
れ
し
者
の
悲
哀
と
リ
リ
シ

ズ
ー
太
宰
治
の
思
想
」（
文
芸
社
）と
し
て
出
版
し
た
。 

大
学
生
に
な
る
と
吉
本
隆
明
に
出
会
い
、
や
は
り

す
べ
て
の
著
作
を
読
ん
で
き
た
。
そ
の
成
果
は
「
吉

本
隆
明
論
―
戦
争
体
験
の
思
想
」（
二
〇
〇
四
年
新
風

舎
）
と
し
て
出
版
し
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
、
こ

れ
ま
で
学
ん
で
き
た
戦
争
の
歴
史
と
私
の
考
え
を

「
団
塊
世
代
の
戦
争
論
」（
叢
書
見
る
）を
出
版
し
た
。 

定
年
後
、
鹿
児
島
県
出
水
市
に
住
み
着
き
、
特
攻

碑
や
戦
争
遺
跡
に
関
心
を
持
ち
「
戦
争
遺
跡
の
会
」

や
「
平
和
ガ
イ
ド
の
会
」
に
入
会
し
、
活
動
を
続
け

て
き
た
。
二
〇
一
八
年
に
は
戦
争
体
験
の
聞
き
取
り 
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調
査
に
参
加
し
「
出
水
の
戦
争
体
験
談
集
」（
出
水
市

発
行
）
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。 

私
に
は
、
三
橋
敏
雄
は
俳
句
界
の
吉
本
隆
明
に
思

え
て
き
た
。
ご
健
在
で
あ
れ
ば
、
東
京
ま
で
会
い
に

行
っ
た
だ
ろ
う
。 

遠
山
陽
子
の
評
伝
は
実
に
詳
細
で
、
九
年
か
け
て

三
橋
敏
雄
の
生
涯
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
。

そ
の
執
念
と
愛
情
に
頭
が
下
が
る
。
そ
れ
ほ
ど
三
橋

は
魅
力
的
な
俳
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

二
、
三
橋
敏
雄
の
生
涯 

こ
こ
で
は
、
私
な
り
に
三
橋
の
生
涯
と
業
績
を
簡

潔
に
要
約
し
、
戦
争
に
こ
だ
わ
っ
た
経
過
を
追
っ
て

み
た
い
。 

三
橋
敏
雄
は
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
東
京
八

王
子
市
で
生
ま
れ
た
。吉
本
よ
り
四
歳
年
上
で
あ
る
。

三
歳
の
時
、
関
東
大
震
災
が
起
き
、
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
盛
ん
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
時
代
は

恐
慌
と
軍
国
主
義
が
忍
び
寄
っ
て
い
た
。
一
九
二
五

遠山 陽子・著「評伝  

三橋敏雄―したたかな

ダンディズム」（沖積

舎、2012年９月発売、

単行本、638ページ) 
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年
（
大
正
一
四
）
治
安
維
持
法
と
普
通
選
挙
法
が
公

布
さ
れ
た
。
こ
の
相
反
す
る
法
律
の
公
布
は
激
動
の

昭
和
時
代
と
日
本
の
運
命
を
暗
示
し
て
い
た
と
遠
山

は
述
べ
て
い
る
。 

一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
一
五
才
の
敏
雄
は
、

師
範
学
校
の
試
験
に
合
格
し
た
が
、
東
京
堂
書
店
に

就
職
し
た
。
敏
雄
は
後
年
、
軍
部
の
お
先
棒
を
か
つ

ぐ
よ
う
な
教
師
へ
の
疑
い
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て

い
る
。
そ
し
て
、
教
師
で
は
な
く
俳
人
の
道
を
選
ぶ

こ
と
に
な
る
。 

東
京
堂
は
現
在
の
ト
ー
ハ
ン
の
前
身
で
、
実
践
商

業
学
校
等
を
設
立
し
、
社
員
教
育
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
た
。
そ
し
て
先
輩
の
渡
邊
保
夫
か
ら

俳
句
部
へ
の
入
会
を
勧
め
ら
れ
る
。
俳
句
と
の
出
会

い
で
あ
る
。
処
女
作
は 

窓
越
し
に
四
角
な
空
の
五
月
晴
れ 

 
 

で
あ
る
。 

敏
雄
は
、
こ
れ
が
入
選
し
て
い
な
か
っ
た
ら
俳
句

は
や
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
後
年
述
べ
て
い
る
。

や
が
て
敏
雄
は
新
興
俳
句
の
山
口
誓
子
や
渡
邊
保
夫
、

水
原
秋
櫻
子
の
句
に
感
動
す
る
。
新
興
俳
句
運
動
に

は
、
時
代
の
閉
塞
と
市
民
た
ち
の
鬱
積
し
た
心
情
が

存
在
し
た
。 

・
一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
十
七
歳 

敏
雄
は
、
渡
邊
白
泉
に
師
事
し
俳
壇
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
す
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
戦
争
俳
句
に
取
り
組

む
。
時
代
は
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
盧
溝
橋
事
件
が

起
き
て
い
た
。
西
東
三
鬼
は
、
戦
争
俳
句
と
無
季
俳

句
を
「
京
大
俳
句
」
で
展
開
し
た
。
敏
雄
も
戦
争
俳

句
五
十
七
句
を
発
表
し
た
。
そ
れ
を
渡
邊
白
泉
、
山

口
誓
子
が
絶
賛
し
た
。 

・
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
年
）
十
八
歳 

戦
争
俳
句
五
十
七
句
を
「
風
」
に
掲
載
、
俳
壇
デ

ビ
ュ
ー 

西
東
三
鬼
に
出
会
う
。 

・
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
年
）
十
九
歳 
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十
九
歳
の
敏
雄
は
東
京
堂
を
退
社
し
、
西
東
三
鬼

に
師
事
す
る
。
敏
雄
は
常
識
的
な
人
よ
り
強
烈
な
個

性
を
持
つ
人
を
好
み
、
三
鬼
の
破
滅
的
な
性
格
の
魅

力
に
ひ
か
れ
た
。
ま
る
で
太
宰
治
で
あ
る
。 

・
一
九
四
〇
年(

昭
和
十
五
年) 

二
十
歳
、 

「
京
大
俳
句
弾
圧
事
件
」「
新
興
俳
句
弾
圧
事
件
」

が
起
き
る
。
西
東
三
鬼
は
逮
捕
さ
れ
翌
年
に
は
一
斉

検
挙
が
行
わ
れ
、
新
興
俳
句
は
終
焉
を
迎
え
る
。
敏

雄
は
、
国
家
権
力
へ
の
怒
り
と
恨
み
を
終
生
忘
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。 

敏
雄
は
「
趣
味
化
し
て
し
ま
っ
た
俳
句
の
た
め
の

俳
句
作
業
は
停
止
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
私

は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。 

・
一
九
四
三
年
（
昭
和
一
八
年
）
二
三
歳 

太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
敗
色
が
濃
く
な
る
中
、
敏

雄
は
横
須
賀
海
兵
団
に
入
団
、
十
一
月
に
は
発
病
入

院
す
る
。 

・
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
年
）
二
十
四
歳 

 

鎌
倉
吟
行
を
実
施
す
る
。 

・
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
敗
戦
）
二
五
歳 

八
王
子
空
襲
を
体
験
し
、
敏
雄
は
自
転
車
で
復
員

す
る
。 敗

戦
を
恨
み
よ
ろ
こ
び
十
三
夜 

 

・
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年
）
二
十
六
歳 

渡
邊
白
泉
ら
と
再
会
し
、
歌
仙
「
谷
目
の
巻
」
発

行 

三
月
、
敏
雄
は
運
輸
省
航
海
訓
練
所
に
採
用
さ
れ
、

練
習
船
黒
潮
丸
の
事
務
長
と
し
て
働
き
始
め
る
。
三

鬼
と
再
会
す
る
。
三
鬼
は
「
新
俳
句
人
連
盟
」
が
、

日
本
民
主
主
義
文
化
連
盟
や
赤
旗
に
協
力
す
る
こ
と

に
反
対
し
分
裂
さ
せ
る
。 

・
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
二
十
七
歳 

敏
雄
は
、
三
鬼
ら
の
「
天
狼
」
参
加
を
拒
み
、「
壺
」

の
同
人
と
な
る
。 

・
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
年
）
二
十
八
歳 

太
宰
治
が
心
中
し
た
こ
の
年
、
敏
雄
は
水
原
秋
櫻
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子
の
「
馬
酔
木
」
に
参
加
。「
天
狼
」
創
刊
。
敏
雄
は

黒
潮
丸
、
海
王
丸
に
乗
り
、
帰
還
者
引
揚
者
の
輸
送

に
従
事
す
る
。 

・
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
三
五
歳 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
群
島
に
遺
骨
収
集 

骨
を
拾
ひ
に
来
し
地
の
蝉
を
掘
り
お
こ
す 

・
一
九
五
六
年
（
昭
和
三
一
年
）
三
六
歳 

ナ
ホ
ト
カ
の
引
き
揚
げ
者
輸
送 

シ
ベ
リ
ヤ
を
去
る
船
欄
の
霜
撫
で
て 

・
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
三
七
歳 

敏
雄
離
婚 

沖
に
原
爆
太
陽
ふ
せ
ぐ
指
に
骨 

・
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
）
三
十
八
歳 

日
本
丸
で
ビ
ク
ト
リ
ア
、
バ
ン
ク
ー
バ
航
海 

原
水
爆
実
験
目
撃 

・
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
三
十
九
歳 

四
年
前
の
遺
骨
収
集
の
記
録
を
「
わ
が
航
海
記
そ

の
一
ジ
ャ
パ
ニ
ハ
ハ
」
と
し
て
発
表 

・
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
五
年
）
四
〇
歳 

三
鬼
と
師
弟
対
談 

十
二
月
号
「
俳
句
研
究
」 

・
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
四
一
歳 

桜
島
一
六
句
発
表 

 
 

火
山
灰
墓
の
茶
碗
に
沈
す 

現
代
俳
句
協
会
分
裂 

・
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
四
二
歳 

三
鬼
没
す
。「
断
崖
」
終
刊 

・
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
年
）
四
四
歳 

陸
上
勤
務
、
再
婚 

・
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
十
年
）
四
五
歳 

「
俳
句
評
論
」
に
参
加 

・
一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
一
年
） 

第
一
句
集
「
ま
ぼ
ろ
し
の
鱶
」
刊
行 

 

夜
の
虹
あ
あ
放
射
能
雨
か
灰
か
（「
戦
争
文
学

全
集
」） 

・
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
） 

四
十
七
歳 

現
代
俳
句
協
会
賞
受
賞 
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鬼
赤
く
戦
争
は
ま
だ
続
く
な
り 

・
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
四
十
九
歳 

評
論
活
動
増
え
る
、
渡
辺
白
泉
死
去 

・
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）
五
十
歳 

銀
河
丸
乗
船
、「
俳
句
評
論
」
一
〇
〇
号
記
念
に

「
優
雅
な
予
測
」
執
筆 

「
模
倣
、
改
竄
俳
句
の
再
生
産
に
精
を
だ
す
作
者

が
多
す
ぎ
る
。
俳
句
は
す
で
に
滅
亡
し
つ
つ
あ
る
。

人
間
俳
句
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
俳
句
に
勝
て
る
わ
け
が

な
い
。」 

・
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
五
十
一
歳 

「
西
東
三
鬼
全
句
集
」
刊
行 

・
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
五
十
二
歳 

海
上
生
活
に
終
止
符
、
平
河
会
館
支
配
人 

・
一
九
七
三
年 

（
昭
和
四
八
年
）
五
三
歳 

第 

二
句
集
「
真
神
」
発
行 

 

鬼
赤
く
戦
争
は
ま
だ
続
く
な
り 

 

・
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
七
歳 

第
四
句
集
、
戦
火
想
望
俳
句
第
四
集
「
弾
道
」
を

出
版 

 

志
那
兵
が
銃
を
構
へ
て
来
り
泣
く 

「
俳
句
研
究
」
十
一
月
号 

三
橋
敏
雄
特
集
号 

・
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
五
十
八
歳 

平
河
会
館
退
職
、
専
門
俳
人
に
な
る 

・
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）
六
十
二
歳 

全
句
集
刊
行 

・
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）
六
三
歳 

俳
句
評
論
終
刊 

・
一
九
八
四
年
昭
和
五
九
年 

六
十
四
歳 

「
渡
辺
白
泉
全
句
集
」
刊
行 

 
 

戦
争
に
た
か
る
無
数
の
蝿
し
づ
か 

 

・
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
七
九
歳 

作
品
発
表
を
中
止 

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
） 

八
十
歳 

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
） 

八
一
歳 

 

十
二
月
一
日 

没 
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二
、
三
橋
敏
雄
の
戦
争
俳
句 

三
橋
敏
雄
の
生
涯
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
き
た

が
、
あ
ら
た
め
て
三
橋
が
俳
句
と
戦
争
に
深
く
こ
だ

わ
っ
て
き
た
か
が
明
白
で
あ
る
。
敏
雄
に
と
っ
て
戦

争
と
俳
句
は
命
そ
の
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
戦
争
の

記
憶
が
薄
れ
、戦
争
体
験
者
が
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

我
が
国
の
浅
薄
な
マ
ス
コ
ミ
は
す
で
に
昭
和
三
十
年

代
に
「
戦
後
は
終
わ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
三

橋
敏
雄
を
は
じ
め
一
部
の
人
々
は
戦
争
に
こ
だ
わ
り
、

戦
争
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
私
の
よ
う
な
戦
後
世

代
に
と
っ
て
も
い
ま
だ
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。 

「
平
和
ボ
ケ
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
あ
の
悲

惨
な
大
戦
争
の
意
味
を
問
い
続
け
る
こ
と
は
、
多
く

の
戦
死
者
に
対
す
る
義
務
で
あ
る
。 

そ
の
意
味
で
三
橋
敏
雄
の
戦
争
俳
句
は
私
た
ち

戦
後
世
代
に
と
っ
て
も
貴
重
な
教
訓
で
あ
る
と
言
っ

て
い
い
。戦
争
体
験
の
な
い
私
た
ち
に
戦
争
の
本
質
、

真
実
を
追
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
私

の
共
感
し
た
戦
争
俳
句
を
一
部
掲
載
し
た
い
。 

・
あ
を
海
へ
煉
瓦
の
壁
が
撃
ち
ぬ
か
れ 

・
射
ち
き
た
る
弾
道
見
え
ず
と
も
低
し 

・
砲
撃
て
り
見
え
ざ
る
も
の
を
木
々
を
撃
つ 

・
暁
の
敵
前
渡
河
の
天
を
い
か
る 

・
戦
車
ゆ
き
が
り
が
り
と
地
を
掻
き
す
す
む 

・
塹
壕
の
夜
も
土
匂
ひ
兵
ね
む
る 

・
機
関
銃
隠
れ
噴
き
つ
つ
日
落
ち
た
り 

・
戦
争
の
路
地
づ
た
ひ
ゆ
き
角
に
照
る 

・
戦
友
の
血
飛
沫
を
見
る
火
線
な
り 

・
海
み
ゆ
る
馬
に
兵
士
は
乗
り
そ
こ
な
ふ 

・
山
を
越
へ
河
超
え
弧
り
戦
死
せ
り 

・
遺
骨
抱
く
白
き
う
な
じ
に
遭
ふ
再
び 

・
軍
隊
行
く
街
に
群
衆
の
人
立
た
す 

・
招
魂
祭
皮
膚
に
埃
ふ
り
花
火
降
る 

・
九
段
の
夜
こ
も
る
馬
啼
き
人
黙
る 

・
出
征
ぞ
子
供
等
犬
は
歓
べ
り 

・
三
年
ご
し
帰
還
兵
暑
し
天
の
河 
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・
戦
争
は
う
る
さ
し
煙
り
し
叫
び
た
し 

・
地
平
よ
り
原
爆
に
照
ら
さ
れ
た
き
日 

・
敗
戦
を
恨
み
よ
ろ
こ
び
十
三
夜 

・
い
っ
せ
い
に
柱
の
燃
ゆ
る
都
か
な 

・
骨
を
拾
ひ
に
来
し
地
の
蝉
を
堀
り
お
こ
す 

・
彼
我
悲
し
戦
跡
の
峰
脚
た
ら
し 

・
シ
ベ
リ
ヤ
を
去
る
船
欄
の
霜
撫
で
て 

・
沖
に
原
爆
太
陽
ふ
せ
ぐ
指
に
骨 

・
わ
が
家
に
な
し
絶
滅
の
日
本
狼
図 

・
夜
の
虹
あ
あ
放
射
能
雨
か
灰
か 

・
鬼
赤
く
戦
争
は
ま
だ
続
く
な
り 

・
飯
白
し
八
月
十
五
日
正
午 

・
戦
没
の
友
の
み
若
し
霜
柱 

・
塹
壕
に
支
那
の
活
字
の
書
を
瞥
す 

・
酒
を
飲
み
酔
ふ
に
至
ら
ざ
る
突
撃 

・
戦
前
を
鼠
花
火
は
苦
し
め
り 

・
立
ち
目
つ
む
る
戦
亡
の
友
よ
夏
の
空 

・
大
戦
の
か
の
日
々
を
座
し
白
き
祖
母 

・
敗
戦
の
日
の
夏
の
皿
い
ま
も
清
し 

・
戦
後
即
戦
前
永
し
夏
の
空 

・
戦
争
と
畳
の
上
の
団
扇
か
な 

・
戦
争
に
た
か
る
無
数
の
蝿
し
づ
か 

・
戦
前
の
一
本
道
が
現
る
る 

三
、
三
橋
敏
雄
の
俳
句
論 

敏
雄
は
、
俳
句
の
作
り
方
に
つ
い
て
あ
ま
り
多
く

は
語
っ
て
い
な
い
が
、 

「
評
伝
」
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
列
挙
し
て
み
た

い
。 ＊

お
お
む
ね
季
題
季
語
が
表
し
て
い
る
現
象
の

説
明
に
な
っ
て
い
る
。 

あ
る
い
は
、
感
想
や
所
見
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
俳
句
は
報
告
で
あ
り 

「
あ
、
そ
う
か
い
」
と
言
う
し
か
な
い
。
そ
う
い

う
俳
句
を
「
そ
う
か
い
俳
句
」
と
い
う
。
そ
の
ひ
と

つ
上
に
「
な
る
ほ
ど
と
い
う
俳
句
」
が
あ
る
。 

感
動
し
な
け
れ
ば
俳
句
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
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て
い
る
が
、人
生
そ
ん
な
に
感
動
し
な
い
も
の
で
す
。

感
動
が
な
い
か
ら
こ
そ
俳
句
を
作
っ
て
感
動
し
た
い

と
思
う
の
で
す
。
言
葉
と
い
う
の
は
単
語
だ
と
そ
の

意
味
し
か
通
じ
な
い
が
、
あ
る
言
葉
と
言
葉
の
関
係

づ
け
に
よ
っ
て
思
い
が
け
な
い
新
鮮
さ
を
発
揮
し
て

く
る
。
あ
と
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
上
手
く
な
る

か
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
ま
ず
才
能
、
才
能
が

な
い
の
に
何
年
も
無
駄
な
時
間
を
過
ご
す
の
は
や
め

な
さ
い
。「
俳
句
の
や
め
方
」
と
い
う
本
を
書
こ
う
か

と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。 

そ
し
て
最
後
は
念
力
で
す
。
吟
行
と
い
う
の
は
景

色
を
見
に
い
く
の
で
は
な
く
、
言
葉
を
探
し
に
行
く

ん
で
す
。
発
想
は
季
語
か
ら
し
な
い
。 

ま
た
、
言
い
す
ぎ
る
と
味
わ
い
が
少
な
く
な
る
。 

＊
な
ぜ
私
は
俳
句
を
作
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

よ
く
考
え
て
答
え
を
用
意
し
な
さ
い
。 

＊
俳
句
は
生
の
刻
々
を
定
着
す
る
業
。
生
の
短
さ

を
痛
感
し
な
い
で
よ
い
俳
句
は
あ
り
得
な
い
。 

＊
言
葉
と
言
葉
を
関
係
づ
け
て
、
新
し
い
意
味
を

発
見
で
き
た
と
き
に
、
ア
タ
リ
と
感
動
す
る
。 

＊
無
意
識
の
中
に
趣
味
化
し
て
し
ま
っ
た
俳
句

の
た
め
の
俳
句
作
業
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
教
え
ら

れ
る
。
か
け
が
へ
な
く
重
大
な
る
現
代
に
生
き
る
人

間
の
ひ
と
り
と
し
て
、
私
の
深
奥
に
は
も
っ
と
明
る

い
光
源
が
あ
る
と
確
信
す
る
と
き
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
未
来
性
を
、
必
ず
後
代
に
現
実
化
し
う
る

自
信
を
も
っ
て
、
厳
正
な
る
意
味
で
の
ロ
マ
ン
チ
シ

ズ
ム
を
、
素
朴
に
作
品
化
し
、
肉
体
化
し
よ
う
と
思

う
。 以

上
、
三
橋
敏
雄
の
俳
句
論
を
読
み
、
私
は
真
剣

に
俳
句
を
や
め
よ
う
か
と
思
っ
た
。
老
後
の
趣
味
と

し
て
気
軽
に
始
め
、
ま
っ
た
く
才
能
も
な
く
、
三
年

で
二
千
句
ほ
ど
「
そ
う
か
い
俳
句
」
と
い
う
駄
作
を

作
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
敏
雄
は
一
晩
で
三
〇
〇
句
創

る
こ
と
を
や
っ
て
い
た
。
と
て
も
ま
ね
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。 
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「
俳
句
の
や
め
方
」
と
い
う
本
を
出
し
た
い
と
書

い
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
出
版
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
し
か

し
、三
橋
敏
雄
に
出
会
っ
て
そ
の
生
き
方
に
共
感
し
、

俳
句
の
凄
さ
に
目
か
ら
う
ろ
こ
の
体
験
を
し
た
今
、

や
め
る
の
も
口
惜
し
い
。
最
も
共
感
し
た
の
は
、「
感

動
す
る
た
め
に
俳
句
を
創
る
」
で
あ
る
。
私
は
青
春

以
来
、
知
的
好
奇
心
旺
盛
で
、
評
論
や
歴
史
を
学
ん

で
き
た
。
感
性
が
貧
弱
で
、
無
感
動
な
人
生
を
歩
ん

で
き
た
。「
感
動
す
る
た
め
に
俳
句
を
創
る
」
と
い
う

言
葉
に
心
か
ら
共
感
し
た
。
も
う
し
ば
ら
く
心
を
入

れ
替
え
て
真
剣
に
俳
句
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思

い
な
お
し
た
。
感
動
を
味
わ
う
た
め
に
。 

さ
ら
に
、
敏
雄
の
戦
争
俳
句
を
詠
み
、「
団
塊
世

代
の
戦
争
論
パ
ー
ト
二
」
を
書
き
か
け
て
五
年
間
、

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
今
年
中
に
完
成
し

よ
う
と
思
い
立
っ
た
。 

四
、
お
わ
り
に 

敏
雄
の
生
涯
は
、
俳
句
と
戦
争
と
海
の
生
涯
で
あ

っ
た
。
敏
雄
は
、
俳
句
に
命
を
賭
け
、
戦
争
に
反
対

す
る
わ
け
で
も
賛
成
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
戦
争
の

事
実
を
淡
々
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
戦
後
生
ま
れ

の
私
た
ち
の
心
に
染
み
渡
る
。 

 

あ
の
大
戦
争
の
傷
は
い
ま
だ
に
癒
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
宙
に
浮
い
て
い
る
。 

開
戦
、
敗
戦
の
原
因
、
真
実
も
未
だ
闇
の
中
で
あ

り
、
多
く
の
遺
骨
は
海
底
に
沈
ん
だ
ま
ま
で
あ
り
、

戦
災
孤
児
も
い
ま
だ
闇
の
中
で
あ
る
。 

今
か
ら
考
え
れ
ば
、
国
が
滅
び
て
も
い
い
と
い
う

「
一
億
玉
砕
」
を
か
か
げ
、
日
本
自
滅
を
賭
け
た
政

府
国
家
の
大
戦
争
の
総
括
は
戦
後
七
十
六
年
た
っ
た

今
で
も
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。 

敏
雄
の
句
は
そ
れ
を
問
う
て
い
る
よ
う
に
私
に

は
思
え
る
。 

私
た
ち
戦
後
生
ま
れ
は
、
戦
後
復
興
と
高
度
経
済

成
長
の
中
で
、豊
か
な
物
質
社
会
を
享
受
し
て
き
た
。

し
か
し
、
世
界
の
戦
争
は
、
未
だ
に
続
い
て
い
る
。
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日
本
も
い
つ
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

私
た
ち
は
、
無
数
の
戦
争
犠
牲
者
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、「
反
戦
平
和
の
思
想
」
を
確
固
た
る
も
の
に
し
、

未
だ
世
界
中
で
戦
争
を
続
け
て
い
る
世
界
の
現
実
の

中
で
、
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。 

戦
争
俳
句
は
現
在
で
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
三
橋
敏
雄
が
生
涯
を
か
け
て
私
た
ち
に
伝

え
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。 

三
橋
敏
雄 

辞
世
の
句 

 

山
に
金
太
郎
野
に
金
次
郎
予
は
昼
寝 

 

 
 
 
 
 
 
 

（
出
水
喜
多
会
主
宰
） 

 【
参
考
文
献
】 

・
遠
山
陽
子
「
評
伝
三
橋
敏
雄
―
し
た
た
か
な
ダ

ン
デ
ィ
ズ
ム
」 

  

       

  

     

 


